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ところで、トロント大関属の議子を少し知ったことで、大学問属が抱える問題は、

していることを痛感しました。しかも、その問題はカナダやアメリカなどの多く

るものではないかとも考えました。それについて少し書かせて頂きます。
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側面について、さまざまに変革してきたのだ。Jと述べています。そして、「自分たちにとってのニッ

チと、その、より大きなマクロ環境について研究することは、附属学校にとって恒久的な課題であ

る。Jと述べています。これは今日、名大関属が霞面している問題に他ならないと言えるのではな

いでしょうか。しかも驚くべきことに、この論文は、全米鮒属学校連盟の大会に、なんと1984年に

提出されたものです。そして King氏は、ハワイ大附属に17年間関わる間に、名大附属が現在直面

しているこの問題に関して、 1984年の時点までに大きな「 1).ニッチ」を 2回行い、小さな改革を

毎年行ってきたというのです。
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このような動きは、 UTSでもまさに始まっています。この学校は、 1910年の創立当時は、教室

は通常の倍の大きさがあり、教室後方にたくさんの椅子を置いて、公立学校教師たちに授業を見学

させていた完全なモデル校でした。しかし、そのような伝統的な教授方法は、現在では多くの公立

学校で用いられておらず、もはやこの学校は、公立学校のモデ、ル校として機能しなくなってしまっ

ているのです。また UTSではこれまで、伝統校としての誇りを有する教師連が、｛云統的な教授方

法で、それぞれ格調高い教育内容を教授してきた歴史があります CUTSは全州から優秀な教師を

招き、彼らの多くが、その後大学の教員として転出した時代があると聞きましたが、我が附属も同

議な歴史を有しています）。しかしそれでは、個々の教師の教育内容が有機的に連携して学校全体

として生徒に獲得させるまとまった学力になるという保証がないわけですし、そもそも学校として、

どのような能力を付けてやろうとしているのかが不明確です。そこで、このような問題状況

く、学校全体のカリキュラム＠コーディネータとして実緩を上げた教師を公立学校から

招き、その教師を中心として、全学年、全教科、つまりすべての教師の教育内容を点検し、再構成

する作業を進めているのです。

さらに、卓越した理科教師を公募によって一定期間採用する EurekaFellowshipというプロジェ

クトをiまじめています。これは、新しい理科授業を創造するための人的、予算的、環境的支援を行

うものです。この Fellowshipで採用された女性教師の授業を観察し、彼女が開発したプロダクト

である教材や CD-ROMをもらいましたが、この教師のはつらつとした様子と、その活気に、溢れた

授業の様子は大変印象的でした。

以上のように現在の UTSにはまさに、 f優秀な生徒を育てるJという「卓越性Jの伝統と、「実

験学校として研究を進め公立学校のモデルになるJという f機能性Jの要求という、矛属したふた

つの目標があります。しかしその 2つの目標に、学校や教師が引き裂かれることなくサパイプし、

発展していくことこそ、 UTSの課題であるということが、学校全体で深く自覚されているのです。

世界で教育改革論議が高まっている今、世界の附属学校が抱えているであろうこれらの諸問題を交

流しあうことが求められています。そうした交流は、まさに我が中等教育研究センターがなすべき

課題であるはずです。トロント大附属だけでなく諸外国の大学F付属との交流をはじめ、前述の全米

附属学校連盟との情報交流など、今後日指していくべきことはいくらでも考えられます。我が中等

教育研究センターの、そうした盟強的舞台での活動もぜひ期待したいと考えます。
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さて、中等教育研究センター紀要第3号をお届けします。本号は初めて、日〕〔2〕の 2分間で
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ることを目的

に、環太平洋Sヶ国（韓国＠中国＠タイ＠カナダ＠アメリカ＠日本）かち、中等教育に関する中心

ものです。これはは〕に掲載していま

次に、 2002年 8月2～4日に行われた「高大接続のためのワークショップ サマー＠スクール

される
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試みです。これはは〕
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と

の知と

よる討論と懇談会により構成されたもので＼そのうち

で、〔2〕に掲載しました。

いうまでもないことですが、以上の特集で報告されているのは、いずれも本研究科と本センタ

が、新たな時代の中等教育のあり方や、中等教育と大学教育との新しい連携のあり方を、さまざま

と したもの

な手がかりをもとに解明しようとする、大変意欲的な研究の試みばかりです。またそれは、

あり方を考えていく際に欠くことのできない、

供するものでもあります。

これらの特集の他に、〔 1〕〔2〕ともに、 しています。それらの個別論文

は、

また、

いえます。
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れば、これに勝る喜びはありません。
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